
【意見交換資料】
「早期避難の習慣化」、「防災の日常化」に係る県の取組
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○自主防災組織、防災士の状況
防災士とは

自助、共助、協働を原則として、社会の様々な場で防災力を高める活動が期待
され、 そのための十分な意識と一定の知識・技能を修得した人

（認証機関：ＮＰＯ法人 日本防災士機構）
防災士に期待される役割

【平常時】
①防災意識・知識の普及啓発
②実践的な訓練の企画・実施
③自主防災組織のリーダー 等

【災害発生時】
①地域住民の避難誘導、初期消火、救出救助活動
②避難所の開設・運営
③被災地での災害ボランティア 等

自主防災組織の現状

大分県 全国平均

自主防災組
織数 3,622

自主防災組
織率 97.06% 84.3％

県内の防災士の状況 （出典：日本防災士機構、大分県）

〇防災士数 １１，６９９人 （R３.３.３１現在。全国３位）

〇人口千人あたりの防災士数 １０．３人

（R.３.３１現在。全国２位）

〇自主防災組織等への防災士の配置割合 ７８・７％

（R３.４.１現在）

（R２.4.1 現在）
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令和3年度防災啓発動画等制作・放映事業

目的
○ 新型コロナの影響により防災学習会・訓練等の実施が困難であり、個人や世帯単位の啓発が必

要なことから、事前の備えや避難行動等の啓発動画を制作し、県民の防災意識向上を図る。

動 画

（放映期間）
令和3年6月25日(金)～(3年間)

（内容） 6分前後 計4本
「事前の備え編」
「災害 風水害編」
「災害 地震・津波編」
「県の取組編」

（配信媒体）
ＹｏｕＴｕｂｅ

Ｃ Ｍ

（放映期間）
令和3年6月25日(金)～8月31日(火)  68日間

（内容） 15秒 4種類
「大雨編」
「台風・水害編」
「地震編」
「津波編」

（配信媒体）
テレビ(ＯＢＳ・ＴＯＳ・ＯＡＢ 民放３局)

120回×3局 計 360回
うち19:00～23:00（プライムタイム） 90回

ラジオ(ＯＢＳラジオ) 計 96回
ＹｏｕＴｕｂｅ 計24万回

出演
全員大分県民
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【事業の目的】県民の防災意識の醸成及び避難行動の向上
【令和元年度制作コンテンツ】「地震編」、「津波編」、「土砂災害編」
【令和２年度制作コンテンツ】 「洪水・浸水害編」、「台風編」
【運用方法】・学校や地域等の防災訓練や各種イベント等における活用を促進

・防災局、各振興局から視聴用ゴーグルを貸出
・動画共有サイト「ＹｏｕＴｕｂｅ」で全編公開中！

地震編 津波編 土砂災害編

おおいた防災ＶＲ

洪水・浸水害編 台風編
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２ 福祉団体や住民と連携した高齢者施設の訓練への支援
・地域の福祉団体との協働による避難訓練の実施
・各施設の実態に即した避難確保計画見直しへの助言

（１）対象施設（年間１０施設で実施予定）
①洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域内に所在する
特別養護老人ホーム（県内１１市町３４箇所）
※自立した避難が困難な入居者が多数居ることを想定

②有料老人ホーム（特養のない市町を想定）
（２）事業スキーム

（共助）地域防災力強化支援事業（共助）地域防災力強化支援事業

１ 地元の団体（ＮＰＯ、防災士会）、住民主体の訓練への支援
・地元防災士会やＮＰＯ、住民による「地域特性に即した防災訓練」
・地域コミュニティ主体の継続性のある「地域に根ざした防災活動」

（１）令和３年度実施市町村及び委託先（予定）
３市町村で実施予定
地元の防災士会やＮＰＯなどに委託予定

（２）事業スキーム

地域の災害リスクの把握をはじめ、避難タイミングや避難経路、
危険箇所を地域全体で確認し、早期避難につなげることが重要

・人的被害（死者6名）の発生は、避難途中や不要不急な外出によるもの
・災害発生後の避難者多数

・中津江村高齢者福祉施設では早期避難により被害なし
・熊本県の特別養護老人ホームでは、マンパワーの不足等による逃げ
遅れから、多数の人的被害発生

中津江村の好事例や、施設・地域が一体となった早期避難の必要性を
県内の施設へ浸透させることが重要

①防災士養成研修 ②防災士のｽｷﾙｱｯﾌﾟ・ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ研修（Ｒ２：避難訓練、Ｒ３：避難所運営） ③防災アドバイザー派遣等継続メニュー

令和３年度の取組（新規メニュー）令和３年度の取組（新規メニュー）

・地域の災害リスクの認識不足
・世帯や地域の防災力強化が必要

・早期避難の習慣化による好事例
・避難確保計画と現実に要する避難行動との乖離

令和２年７月豪雨における事象令和２年７月豪雨における事象
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